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保幼小の連携・接続のためにどんなことに取り組んでいますか？ 

接続期カリキュラム実践例    P54～ 
架け橋期コーディネーターの役割 P56 
架け橋通信等の紹介       P57 
 
 

８ 県内の取組紹介⑤ 

保幼小の接続期カリキュラムの活用にいつから取り組んでいますか？ 

令和６年度より『接続期カリキュラム実践例の紹介』を活用してい

ます。 

参考とした取組はあったのですか？ 

宮城県版「保幼小接続期カリキュラムの実践に向けて」を参考に「生活をつなぐ」「人を

つなぐ」「学びをつなぐ」の３つの視点をもとに実践例を作成しました。また、「育ってほし

い１０の姿」でつないだ子供の姿も紹介しています。 

柴田町には、６つの町立小学校と３つの町立保育所、４つの私立幼稚園、３つの私立

保育園があります。施設数は、経年変更していますが、現在は、１６施設が『保幼小連

絡会』という組織のもと、以下のようなことに取り組んでいます。 

 〇保幼小連絡会代表者会議（４月、１月の２回） 

〇小学校での授業参観と話合い（６月、保幼→小） 

〇保幼施設での保育参観と話合い（１０月～１月、小→保幼） 

〇保幼小交流活動（通年、保幼⇔小） 

〇特別支援教育連携協議会参加（６月、１月の２回） 

 

 また、令和５年度からは、柴田町保幼小架け橋リーダー（架け橋期のコーディネーター）

が設置され、保幼小の連携がよりスムーズになるよう、以下の取組を行っています。 

〇架け橋リーダー巡回訪問   〇架け橋通信作成、配布（町内の中学校にも） 

〇個別引継の補助       〇接続期カリキュラム実践例の紹介 
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取組の成果や課題はいかがですか？ 

 誰がどのようにしてカリキュラムを作っているのですか？ 

 

保幼小架け橋リーダーが、施設の巡回訪問をもとにした実践例（好事例）を作成し、年度

ごとに更新しています。今後は、小学校と保幼施設で話し合いながら、教員や保育者が更

に意識できる実用的なカリキュラムのブラッシュアップに努めていきたいと考えます。 

【成果】 

 

児童・幼児の成長について 

 

〇１年生の「小１プロブレム」と言われるような姿は見られません。 

〇小学校教員の保育参観や保幼小交流活動を通して、年長児の小学校就学への期待感が

高まりました。また、交流活動は、「もうすぐ２年生」等の生活科と関わり、１年生の

学習意欲にもつながりました。 

 

教員・保育者の指導力や専門性の向上について 

 

〇授業参観及び保育参観は、児童や幼児の様子を共有するとともに、感想シートにより、

授業評価・保育評価につなげることができました。 

〇『接続期カリキュラム実践例』の活用が図られ、接続期の指導に役立ったという教員

からの声が寄せられました。 

〇授業や保育の様子、及び各研修会の学びを『架け橋通信』を通して共有しました。保

幼小の接続を意識することができ、教員や保育者の指導力や専門性の向上に生かすこ

とができました。 

 

【課題】 

 

●不登校や支援を要する児童や園児について、保護者や専門機関と連携して、引き続き

対応していくこと。 

●保幼担当や１学年担任だけでなく、学校全体への啓発を継続していくこと。 
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幼児教育施設や小学校の先生方からは、どのような声が寄せられていますか？ 

架け橋期のコーディネーターがどのような役割を担っているのですか？ 

 

保幼小の連携体制を構築する上で配慮していることはどんなことですか？ 

 

指導力・専門性向上のために、大変参考になっているという声が寄せられています。

授業参観実施後の保幼の先生方の感想、保育参観実施後の小学校の先生方からの感想

は、指導者のモチベーションも高まります。随時、「架け橋通信」で紹介するとともに、

各施設長に、参観の様子や感想シートをまとめたものを送付しています。 

柴田町保幼小架け橋リーダー設置の目的は、「保幼小連絡会を円滑に推進するととも

に、保幼小交流活動や巡回訪問を通して、町内各保育所、幼稚園及び各小学校との連

携を図って『小１プロブレム』を防ぎ、保育所保育・幼児教育及び学校教育の充実に

寄与する。」ことです。輪番に担当する「保幼小連絡会事務局」との連携を大切にしな

がら役割を担っています。具体的な役割は、活動全体図をご覧願います。 

 

柴田町には、２０年以上続く「保幼小連絡会」の組織がありました。その組織を更

に充実させ、小学校や幼児教育施設の負担とならないような連携体制を構築できるよ

う考慮しました。まずは、『架け橋期』の重要性を意識したり、保幼小互いの指導や

支援、援助、子供とのかかわりの良さ等を共有したりすることが大切だと考えまし

た。全体で集まっての研修会等は実施していませんが、それぞれ参観後に話し合う機

会を設けていることで、先生方が互いに学び合っています。また、『架け橋通信』を

通して、各施設の様子を伝えたり、「一緒に取り組もう架け橋プログラム」と称して

研修会の伝講をしたりしています。指導や保育する側の意識の向上が図られていると

感じます。 
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柴田町接続期カリキュラムの実践例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１～６ページは、３つの視点ごとの

実践例を紹介 

７ページには、上記以外のアプロー

チカリキュラム実践例を紹介 

８ページに保育士さんの技を紹介 

９～１２ページは、『育ってほしい１０の

姿』でつないだ子供の姿を紹介 
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カリキュラム実践例は、各小学校の１年生担任に確実に活用してもらうように、新年度

の４月に各小学校長や新担任に直接渡して説明しました。初めて１年生を担任する教員に

とっては、特に参考になったようです。活用した先生方や支援員さんから以下のような感

想があげられました。 

カリキュラム実践例の活用について先生方の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇幼稚園や保育所での経験や体験が小学校の学習や生活につながって 

いることを再確認できました。就学前に培われた社会性や学びを小 

学校での学習や生活に生かしていくことの大切さについても、改め 

て考える機会となりました。小学校への不安を少なくし、安心して 

学校生活が始められるように、スタートカリキュラムの組み方を今 

後も工夫していきたいと思います。 

 

◇１年担任が初めてであり、どうしても「全てが初めての１年生」とイメージしてしまいがち

でしたが、実践例を見て入学前の取組を知り、１年生での活動の幅が広がりました。また、

地域によっても取組の工夫が多々あるので、柴田町の幼稚園や保育所の様子を知ることがで

き、大変勉強になります。 

 

◇今まで高学年を担任することが多かったので、１年生に対しては「できないことが多い」と

いうイメージが強かったのですが、できることが多いと知ることができました。学級の生活

指導や学習指導にとても役立ちました。 

 

◇幼保の先生方の具体的な活動が、視点に沿ってまとめてあるので、学びの引継ぎをする参考

になりました。年長として活躍してきた自信、育まれてきた資質・能力を理解し、児童の成

長につなげていきます。保育士さんの「子供を惹きつけるネタ」を多く活用させていただい

ています。 

 

◇保育所や幼稚園で、集合ゲームをしていることを知り、体育の時間に取り入れました。すぐ

にルールを理解できたので、他のクラスや他の園の出身者ともグループを作って楽しく活動

できました。入学前にどんな活動をしているのかが分かったので、それを延長していく、ま

たは「小学校では更にこうするよ！」と声を掛けることができ、参考になりました。 

 

 

◇「子供を惹きつけるネタ」を参考にして、授業のスタートに取り入れ

ています。手遊びやクイズを行って、気持ちを高めて笑顔でスタート

できるよう心がけています。笑顔、良い行動を褒めることについて

は、常に意識しようと改めて思いました。 
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架け橋期コーディネーターの役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 訪問前に各施設に電話

で連絡を取り、行事変更

や感染症の心配等がある

ときには、臨機応変に計

画を変更しています。 

また、『架け橋通信』を

届ける際に、簡単な情報

交換を行っています。 

授業参観や保育参観の

日程については保幼小連

絡会の事務局が調整しま

す。 

案内を出したり、参観

後の話合いの計画を立て

たりするのは、各施設で

す。 

年度初めに、関連施設

へ協力依頼をしたり、第

１回目の保幼小連絡会代

表者会議で事業について

説明をしたりすることも

担っています。 

 各巡回訪問については、

各施設の年間行事予定をも

とに、架け橋リーダーが、

年度初めに大まかな計画を

立てます。 
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両面カラーで、各施設及び町教育総務課と町子ども家庭課に配布しています。画像が多

いので、施設回覧用としています。保幼と小学校だけでなく、保⇔幼、保⇔保、幼⇔幼、

小⇔小の連携にもつながっています。 

授業参観や保育参観後に、参観した先生方に感想を書いてもらっています。その感想

をまとめたものを、各施設に届けています。指導や保育についての感想の他、子供たち

の成長も認め合う内容になっています。 

架け橋通信等の紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

架け橋通信

№４(表) 

架け橋通信

№８(裏) 

感想シート 

小学校回覧用(表) 

感想シート 

幼稚園回覧用(裏) 


